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近年、カーボンニュートラルの機運が高

まり、エネルギー分野で、金属材料が水素

やアンモニア環境など過酷な環境で使用さ

れる場合が増えています。鋳造・溶接など

金属加工部では特性が低下するため、過酷

環境での適合性を評価する必要があります

が、評価できる試験機関が少ない、評価手

法が定まっていないという課題があります。 

 

 
本研究が対象材料としたのは、液体アン

モニア向けに有望と言われるオーステナイ

ト・フェライト系二相ステンレスです。二

相ステンレスの溶接部は、温度履歴の僅か

な違いによりミクロ組織の違いが生じ、耐

食性に影響します。本年度は液体アンモニ

ア浸漬試験を行うとともに有効な評価手法

を検討しました。 

 

 

検討の結果、熱履歴計算や物性値計算な

どの CAE 技術と、硬さ分布測定や組織観察

などの実験技術を組み合わせることで、熱

影響部の「熱履歴」に応じたサンプルを作

製して、液体アンモニア浸漬試験をするこ

とで試験・評価を効率化する手法の提案に

至りました。 

今後は、水素陰極チャージ法、昇温脱離

分析、中空試験片法などを用いて、水素脆

化の実験と評価に取り組む予定です。 
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